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太刀　銘 陸奥大掾三善長道
（県指定重要文化財　土津神社蔵） 松に鶴蒔絵椀　池田清晃作（個人蔵）
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■
企
画
展
《
ふ
く
し
ま
の
工
芸
》
は
平
成
一
六
年
一
〇
月
二
三
日
（
土
）
か
ら
一
二
月
五
日
（
日
）
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
企
画
展
観
覧
料
　
一
般
・
大
学
生
三
〇
〇
円
（
二
四
〇
円
）
高
校
生
一
七
〇
円
（
一
四
〇
円
）
小
・
中
学
生
一
二
〇
円
（
九
〇
円
）（

）
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
の
場
合
の
料
金
で
す
。
一
一
月
二
日
か
ら
七
日
は
小
・
中
学
生
、
高
校
生
無
料
。

会
期
中
の
関
連
行
事

○
七
絃
琴
演
奏
会
「
江
戸
の
音
色
・
唐
土
の
音
色
」

日
時

一
一
月
三
日
（
水
・
祝
）
午
後
二
時
〜

奏
者

飛
田
立
史
氏

会
場

講
堂

○
博
物
館
友
の
会
講
演
会
「
工
芸
の
歴
史
と
文
化
」

日
時

一
一
月
二
三
日
（
火
・
祝
）
午
後
一
時
半
〜

講
師

樋
田
豊
次
郎
氏

（
京
都
工
芸
繊
維
大
学
助
教
授
）

会
場

講
堂

○
体
験
講
座
（
定
員
制
・
要
申
込
）

「
編
組
細
工
を
や
っ
て
み
よ
う
」

日
時

一
〇
月
二
四
日
（
日
）
午
後
一
時
半
〜

「
ふ
く
し
ま
の
手
技
に
親
し
む
―
型
染
め
１
」

日
時

一
〇
月
三
一
日
（
日
）
午
後
一
時
半
〜

「
ふ
く
し
ま
の
手
技
に
親
し
む
―
型
染
め
２
」

日
時

一
一
月
六
日
（
土
）
午
後
一
時
半
〜

「
う
る
し
の
技
に
挑
戦
―
沈
金
」

日
時

一
一
月
二
一
日
（
日
）
午
後
一
時
半
〜

「
竹
の
か
ご
を
つ
く
ろ
う
」

日
時

一
一
月
二
八
日
（
日
）
午
後
一
時
半
〜

○
展
示
解
説
会

日
時

一
〇
月
二
三
日
（
土
）
午
後
一
時
半
〜

一
一
月
二
三
日
（
火
・
祝
）
講
演
会
終
了
後

一
二
月
五
日
（
日
）
午
後
一
時
半
〜

相馬駒焼 色絵仏手柑図茶碗（個人蔵）
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高
橋
富
雄
名
誉
館
長
に
よ
る
特
別
講
座
が
、
今
年
度
は
「
風
土

の
文
化
誌
」
と
題
し
、
全
六
回
に
わ
た
り
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
高
橋
名
誉
館
長
が
昨
年
三
月
ま
で
館
長
講
座
と
し

て
、
昭
和
六
一
年
の
開
館
以
来
、
月
二
回
行
っ
て
き
た
金
曜
講
座

の
総
括
・
結
論
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

金
曜
講
座
は
、
多
く
の
聴
講
者
か
ら
好
評
を
博
し
、
地
域
社
会

と
県
立
博
物
館
と
の
交
流
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
名
誉
館
長
の
長
年
の
歴
史
学
の
研
究
成
果
を
、
わ
か
り
や
す

く
福
島
県
内
の
史
料
に
も
と
づ
き
解
説
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
、
ま
た
県
立
博
物
館
の
歴
史
を
も
物
語
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
「
風
土
の
文
化
誌
」
は
、
金
曜
講
座
の
な
か

で
講
演
さ
れ
て
き
た
福
島
県
の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
。
そ
の
形

成
過
程
を
隣
接
す
る
地
域
の
歴
史
と
照
合
し
、
日
本
の
歴
史
の
な

か
で
位
置
づ
け
さ
れ
る
も
の
で
、
二
一
世
紀
の
福
島
県
の
歴
史
を

展
望
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。
福
島
県
は
、
東
北
の
南
端
に
位
置

し
、関
東
お
よ
び
北
陸
な
ど
中
部
日
本
の
北
端
に
も
位
置
し
ま
す
。

ま
た
福
島
県
は
、
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
か
ら
の
文
化
が
交
叉
す

る
地
域
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
歴
史
が
形
成
さ
れ
て
き
て
お

り
、
わ
が
国
の
歴
史
の
な
か
で
も
、
重
要
な
位
置
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
に
あ
る
福
島
県
の
歴
史
・
文
化
に
つ
い

て
、
次
の
六
回
の
内
容
で
名
誉
館
長
が
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
ま
す
。

第
一
回
　
五
月
二
八
日
（
金
）

日
高
見
国
と
日
の
本
の
国

―
東
国
エ
ミ
シ
の
国
と
み
ち
の
く
エ
ビ
ス
の
国
―

第
二
回
　
六
月
二
五
日
（
金
）

東
北
「
南
」
と
「
北
」

―
「
阿
武
隈
の
国
」
と
「
北
上
の
国
」
―

第
三
回
　
七
月
二
三
日
（
金
）

伊
佐
須
美
・
都
々
古
別
お
成
り
道

―
鬼
怒
川
ル
ー
ト
と
久
慈
川
ル
ー
ト
―

第
四
回
　
八
月
二
七
日
（
金
）

前
途
三
千
里

―
白
河
末
知
の
奥
へ
の
門
―

第
五
回
　
九
月
二
四
日
（
金
）

八
十
里
越
挽
歌

―
河
井
継
之
助
イ
フ
史
論
―

第
六
回
　
十
月
二
二
日
（
金
）

亜
欧
堂
の
こ
こ
ろ
に
学
ぶ

―
東
洋
道
徳
・
西
洋
芸
術
―

昨
年
一
〇
月
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
コ
ハ

ク
中
の
ア
リ
を
、
常
設
展
自
然
部
門
展
示
室
「
県
土
の
形
成
」
に

て
、
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
い
わ
き
市
自
然
史
研
究
会
代

表
の
鈴
木
千
里
さ
ん
が
、
い
わ
き
市
大
久
町
小
久
の
地
層
「
玉
山

層
」（
中
生
代
白
亜
紀
・
八
五
〇
〇
万
年
前
）
か
ら
発
見
し
た
も
の

で
、
国
内
最
古
の
ア
リ
の
化
石
で
す
。
こ
の
ア
リ
は
、
ハ
リ
ア
リ

亜
科
の
一
種
で
、
体
長
5
㎜
の
雄
ア
リ
で
す
。
ア
リ
は
約
一
億
四

〇
〇
〇
万
年
前
に
、
ハ
チ
か
ら
分
化
し
ま
し
た
。
中
生
代
白
亜
紀

の
ア
リ
化
石
の
産
出
は
、
北
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
で
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
日
本
で
は
初
め
て
で
、
進
化
の
過
程
が
解
明
さ
れ
る

貴
重
な
発
見
で
す
。

鈴
木
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
本
館
に
寄
託
さ
れ
、
一
般
公
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
見
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 ハリアリの化石〔白亜紀後期〕鈴木千里氏 標本　高橋紀信氏 撮影

名
誉
館
長
特
別
講
座

「
風
土
の
文
化
誌
」
に
つ
い
て
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は
じ
め
に

平
成
五
年
に
い
わ
き
市
荒
田
目
条
里
遺
跡
か
ら
「
里
刀
自
」
宛
て
郡

符
木
簡
が
出
土
し
た
。「
刀
自
」
と
は
「
ヘ
（
ト
）
ヌ
シ
」
か
ら
転
訛
し

た
も
の
で
戸
内
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
指
す
。
そ
の
よ
う
な
一
般
的
な
呼

称
を
担
い
な
が
ら
一
方
で
は
個
人
名
と
し
て
用
い
ら
れ
、
当
時
の
女
性

呼
称
を
知
る
上
で
興
味
深
い
。
拙
稿
で
は
実
際
の
古
代
籍
帳
を
も
と
に

個
人
名
と
し
て
の
「
刀
自
」
を
考
え
て
み
る
。

Ⅰ
大
宝
二
年
籍
の
考
察

大
宝
二
年
に
作
ら
れ
た
美
濃
国
と
西
海
道
諸
国
の
戸
籍
は
現
存
す
る

最
古
の
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
比
較
的
残
存
数
が
多
い
美
濃
国
戸
籍
を
中

心
に
み
て
い
く
。
こ
こ
で
は
「
刀
自
」
を
含
む
名
が
七
九
名
で
、
そ
の

内
訳
は
、「
刀
自
売
」
五
四
名
、「
小
刀
自
売
」
二
二
名
、「
麻
刀
自
売
」

二
名
、「
大
刀
自
売
」
一
名
と
な
る
。

圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
の
が
「
刀
自
売
」
で
、
そ
の
他
の
者
も
「
刀

自
売
」
と
姉
妹
関
係
、
殊
に
妹
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
す
な
わ
ち
「
刀

自
」
名
を
持
つ
二
五
人
の
う
ち
、
婚
姻
、
あ
る
い
は
高
齢
期
の
死
亡
等

を
考
慮
し
一
〇
代
以
下
の
一
四
名
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
ま
ず
「
刀

自
売
」
を
姉
に
持
つ
者
は
「
小
刀
自
売
」
六
名
、「
麻
刀
自
売
」
二
名
で

あ
る
。
中
で
も
「
麻
刀
自
売
」
一
名
は
「
刀
自
売
」「
小
刀
自
売
」
の
妹

と
し
て
附
籍
さ
れ
、
順
序
と
し
て
は
「
小
刀
自
売
」
の
次
の
妹
の
名
と

し
て
付
け
ら
れ
て
い
る
。

次
に
残
り
六
名
の
う
ち
、「
小
刀
自
売
」
五
名
、
う
ち
三
名
は
三
女
な

い
し
四
女
で
、「
刀
自
」
名
で
は
な
い
が
姉
が
存
在
す
る
。「
小
さ
な
女
の

子
」
と
い
う
程
度
の
意
味
で
、
付
け
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
残
り
の

二
名
は
、
姉
が
存
在
し
な
い
が
、
そ
の
家
族
を
見
て
み
る
と
、
両
者
と

も
父
な
い
し
母
の
み
と
編
籍
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
「
大
刀
自
売
」
で
あ

る
が
、
天
皇
の
「
夫
人
」
を
「
オ
ホ
ト
ジ
」
と
訓
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
お

り
、古
代
の
女
性
名
上
特
別
な
意
味
を
持
ち
得
る
よ
う
な
呼
称
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
「
刀
自
」
と
い
う
名
は
大
多
数
が
「
刀
自
売
」
の
妹

に
あ
た
る
か
、
少
な
く
と
も
姉
を
持
つ
次
女
以
下
で
、
か
つ
「
刀
自
売
」

「
小
刀
自
売
」「
麻
刀
自
売
」
と
い
う
順
番
で
名
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

そ
れ
で
は
「
刀
自
売
」
自
体
は
姉
妹
の
筆
頭
に
立
つ
存
在
な
の
だ
ろ

う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
戸
籍
表
示
が
「
次
」
に
な
ら
な
い

は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
親
族
呼
称
に
よ
っ
て
、「
刀
自
売
」
を
分
類
し
て

み
る
と
、「
妻
（
妾
）」
が
九
名
、「
母
」
が
四
名
、「
妹
」
が
六
名
、「
寄

人
」
一
名
、「
婢
」
が
三
名
、「
児
」
が
二
二
名
、
そ
し
て
「
次
」
が
九

名
で
あ
る
。
そ
の
内
欠
損
に
よ
り
把
握
で
き
な
い
一
名
を
除
き
、
全
て

は
次
女
以
下
の
女
子
で
比
較
的
年
齢
の
若
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
二

名
は
妹
に
「
小
刀
自
」
を
同
籍
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
先
述
し
た
と

お
り
「
刀
自
」「
小
刀
自
」
と
い
う
関
係
性
は
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
姉

妹
内
の
位
置
づ
け
は
必
ず
し
も
長
女
と
次
女
の
関
係
に
あ
る
と
は
限
ら

ず
、
長
女
に
「
〜
売
」、
そ
し
て
「
刀
自
売
」「
小
刀
自
売
」
と
い
う
順

番
を
取
る
場
合
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
児
」
と
さ
れ
る
二
二
名
の
う
ち
一
一
名
は
両
親
と
と
も

に
附
籍
さ
れ
て
い
る
が
、
残
り
の
一
一
名
は
父
母
ど
ち
ら
か
の
み
で
あ

る
。
こ
れ
は
「
刀
自
売
」
の
い
な
い
「
小
刀
自
売
」
父
子
（
母
子
）
と

も
対
応
す
る
か
に
み
え
、
国
家
政
策
と
実
態
家
族
と
の
関
係
で
議
論
の

あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
〜
売
」「
刀
自
売
」「
小
刀
自
売
」「
麻
刀
自
売
」

と
い
う
女
子
名
を
付
け
る
習
慣
は
同
年
作
成
の
西
海
道
戸
籍
に
も
見
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
戸
籍
で
は
「
刀
自
売
」（
八
名
）「
小
刀
自
売
」（
一

名
）
合
わ
せ
て
僅
か
に
九
名
し
か
見
ら
れ
な
い
。
う
ち
「
刀
自
売
」
は

八
名
で
、
三
名
は
「
妻
」
な
い
し
「
妾
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
残
り
の
五

名
は
長
女
で
は
な
い
が
、
次
女
以
下
、
一
〇
歳
よ
り
下
の
若
年
者
で
あ

る
。
た
だ
戸
主
未
詳
の
「
刀
自
売
」
の
み
二
二
歳
で
あ
る
。
し
か
し
「
刀

良
売
」
一
六
歳
を
妹
に
持
つ
長
女
で
、
先
程
の
美
濃
国
で
得
ら
れ
た
結

果
を
排
除
し
な
い
。

Ⅱ
養
老
五
年
籍
に
つ
い
て

下
総
国
の
戸
籍
で
「
郷
里
制
」「
房
戸
制
」
導
入
後
初
の
戸
籍
で
あ
る
。

大
宝
二
年
籍
よ
り
約
二
〇
年
後
の
も
の
で
あ
る
。「
刀
自
」
四
五
名
、
う

ち
「
刀
自
売
」「
小
刀
自
売
」
の
姉
妹
関
係
を
持
つ
者
は
、
僅
か
に
二
組

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
小
刀
自
売
」「
麻
刀
自
売
」
姉
妹
一
組
、
逆
に
「
麻

刀
自
売
」「
小
刀
自
売
」
の
順
で
命
名
さ
れ
た
姉
妹
二
組
、
両
者
と
も
妹

が
お
り
、
一
組
は
「
若
刀
自
売
」
を
、
も
う
一
方
は
「
広
刀
自
売
」
を
擁

す
。
他
に
も
姉
「
刀
自
売
」、
妹
「
徳
刀
自
売
」
と
い
う
姉
妹
も
一
組
存

在
し
、
今
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
刀
自
」
名
の
多
様
化
が
見
ら
れ
る
。

以
上
美
濃
で
得
ら
れ
た
「
〜
売
」「
刀
自
売
」「
小
刀
自
売
」「
麻
刀
自

売
」
と
い
う
姉
妹
へ
の
命
名
順
の
う
ち
、「
刀
自
売
」「
小
刀
自
売
」
の

傾
向
は
見
ら
れ
る
が
、「
小
刀
自
売
」「
麻
刀
自
売
」
の
部
分
で
は
順
序

が
逆
転
し
、「
徳
刀
自
売
」「
広
刀
自
売
」
と
い
う
名
も
現
れ
る
。
試
み

に
「
刀
自
」
を
含
む
全
て
の
名
を
数
え
上
げ
て
み
る
と
、「
刀
自
売
」
一

一
名
、「
小
刀
自
売
」
一
五
名
、「
広
刀
自
売
」
七
名
、「
麻
刀
自
売
」
五

名
、「
徳
刀
自
売
」
三
名
、「
若
刀
自
売
」「
嶋
刀
自
売
」「
足
刀
自
売
」「
宮

刀
自
売
」
各
一
名
と
な
る
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
「
刀
自
」
と
「
小

刀
自
」
の
数
の
逆
転
で
あ
る
。
今
ま
で
の
結
果
か
ら
考
え
る
と
、
姉
が

「
刀
自
」
で
そ
れ
に
応
じ
て
妹
に
「
小
」
が
付
け
ら
れ
る
と
い
う
関
係
に

あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
当
然
「
刀
自
」
の
方
が
多
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、「
小
刀
自
」
が
「
刀
自
」
を
上
回
る
。
ま
た
、
新
出
「
広
刀
自

売
」
が
七
名
と
多
く
を
占
め
、
し
か
も
彼
女
た
ち
の
年
齢
は
全
て
が
一

〇
歳
未
満
で
あ
る
。
逆
に
最
も
高
齢
な
七
〇
代
女
性
は
「
刀
自
売
」
で

あ
り
、
五
〇
代
、
六
〇
代
の
四
人
も
「
刀
自
」「
小
刀
自
」
各
二
名
ず
つ

で
、
大
宝
二
年
籍
と
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
様
々
な
「
刀
自
」
が
出
現
す
る
本
戸
籍
に
、「
家
主
売
」

三
名
、「
宅
売
」
一
名
の
四
名
が
見
ら
れ
る
が
、「
イ
ヘ
」「
ヤ
カ
」
を
含

む
人
名
は
、
大
き
な
時
代
変
化
を
予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
考

え
が
あ
る
。
以
下
そ
れ
に
つ
い
て
簡
略
に
記
す
。

Ⅲ
そ
の
後
の
計
帳
歴
名
に
見
ら
れ
る
「
家
」「
宅
」
名
女
子
に
つ
い
て

「
近
江
国
志
何
郡
計
帳
手
実
」
は
、
神
亀
元
年
よ
り
、
一
郷
戸
の
「
手

実
」
を
一
〇
年
分
、
一
纏
め
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
天
平
元
年
の

手
実
の
中
で
三
上
部
阿
閇
の
長
女
と
し
て
「
家
刀
自
売
、
年
八
」
と
い
う

人
物
が
、「
大
友
但
波
史
族
吉
備
麻
呂
」
戸
に
附
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
山

背
国
愛
宕
郡
出
雲
郷
計
帳
」
か
ら
、
神
亀
三
年
作
成
の
も
の
に
「
宅
主

売
」
三
名
、「
宅
売
」「
家
主
売
」
と
も
に
二
名
、「
宅
成
売
」「
大
家
売
」

「
家
虫
売
」
そ
れ
ぞ
れ
一
名
、
天
平
五
年
の
も
の
に
「
宅
売
」
二
名
、「
小

宅
豊
売
」「
家
主
売
」「
家
売
」「
小
家
売
」「
宅
主
売
」
各
一
名
が
見
ら

れ
、
特
に
「
家
売
」「
小
家
売
」「
宅
主
売
」
の
姉
妹
が
注
目
さ
れ
る
。
と

い
う
の
も
「
家
」
を
「
刀
自
」
に
入
れ
替
え
れ
ば
美
濃
国
な
ど
に
見
ら

れ
た
「
刀
自
」「
小
刀
自
」
の
順
序
を
襲
う
よ
う
に
み
え
る
た
め
で
あ
る
。

お
わ
り
に

七
世
紀
中
期
前
後
（
美
濃
で
の
最
高
齢
「
刀
自
」
は
六
九
歳
）
頃
に

は
既
に
、
女
性
の
個
人
名
と
し
て
用
い
ら
れ
、
徐
々
に
個
性
的
な
「
刀

自
」
た
ち
が
登
場
す
る
。
七
世
紀
後
半
以
降
（
下
総
で
の
「
家
主
売
」
が

三
九
歳
、
山
背
の
「
家
虫
売
」
が
五
四
歳
で
、
六
七
〇
年
前
後
に
生
ま

れ
た
と
推
定
で
き
る
）「
家
」
や
「
宅
」
を
使
っ
た
名
が
み
ら
れ
は
じ
め
、

社
会
や
家
族
の
構
造
に
変
化
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
九
世
紀
半

ば
に
は
木
簡
に
記
さ
れ
た
公
称
と
し
て
の
「
里
刀
自
」
が
登
場
す
る
。

公
称
と
個
人
名
、「
刀
自
」
と
「
家
」「
宅
」
へ
の
変
化
な
ど
、
こ
れ
ら

が
何
を
意
味
す
る
も
の
な
の
か
。
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
よ
う
。

《
史
料
》

『
寧
楽
遺
文
』
上

『
大
日
本
古
文
書
』
一
・
二

『
千
葉
県
の
歴
史
』
資
料
編
古
代

財
団
法
人
い
わ
き
市
教
育
文
化
事
業
団
『
い
わ
き
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書

第
七
五
冊
』
二
〇
〇
一
年

研
究
ノ
ー
ト

古
代
籍
帳
に
見
ら
れ
る「
刀
自
」名
に
つ
い
て

竹
内
　
　
浩
　
歴
史
担
当
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展
示
環
境
に
つ
い
て

回
答
者

保
存
担
当

松
田
隆
嗣

た
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
は
資
料
に
と
っ
て
決
し
て
良
い

こ
と
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
資
料
に
よ
っ
て
は
一
度
変
形
あ

る
い
は
収
縮
し
て
し
ま
う
と
元
に
戻
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
資
料

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
外
部
の
温
度
や
湿
度
が
急
に
変
化
し
た
と
し
て
も

内
部
の
湿
度
が
急
激
に
変
化
し
な
い
よ
う
に
こ
の
よ
う
な
密
閉
型

の
展
示
ケ
ー
ス
を
用
い
て
展
示
し
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
ケ
ー

ス
の
下
部
に
は
調
湿
剤
と
い
う
薬
剤
を
入
れ
て
急
激
な
湿
度
変
化

が
生
じ
な
い
よ
う
に
も
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
湿
剤
と
い
う
薬
剤
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
も
の
と
思

い
ま
す
の
で
少
し
説
明
を
加
え
ま
す
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

密
閉
型
展
示
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
外
部
か
ら
の
空
気
の
流
入
が
な
い

場
合
、
ケ
ー
ス
内
の
温
度
が
上
昇
す
る
と
ケ
ー
ス
内
の
湿
度
（
相

に
速
や
か
に
対
処
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
調
湿
剤
を
用

い
て
ケ
ー
ス
内
の
湿
度
が
変

化
を
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る

と
共
に
温
湿
度
記
録
計
に
よ

り
ケ
ー
ス
内
の
温
度
と
湿
度

変
化
を
確
認
し
調
湿
剤
で
調

湿
で
き
な
い
ほ
ど
の
湿
度
変

化
が
生
じ
た
場
合
す
ぐ
に
対

応
す
る
た
め
に
温
湿
度
記
録

計
を
ケ
ー
ス
に
設
置
し
て
い

る
の
で
す
。

Ｑ：
展
示
ケ
ー
ス
の
端
に
置
い
て
あ
る
機
械
は
な
に
で
す
か
。

Ａ：
温
度
と
湿
度
を
自
動
的
に
測
定
し
記
録
す
る
装
置
で
温
湿
度

記
録
計
あ
る
い
は
自
記
温
湿
度
計
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
装
置
を
用
い
て
ケ
ー
ス
内
の
温
度
と
湿
度
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
温
湿
度
記
録
計
が
入
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
一
般
に
は
ウ
オ

ー
ル
ケ
ー
ス
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
ケ
ー
ス
の
扉
を
閉
め
る
と
き
わ

め
て
高
い
気
密
状
態
に
な
る
こ
と
か
ら
密
閉
型
ケ
ー
ス
（
エ
ア
タ

イ
ト
ケ
ー
ス
）
と
も
呼
ば
れ
る
ケ
ー
ス
で
す
。
展
示
し
て
い
る
資

料
に
は
、
温
度
や
湿
度
が
少
し
変
化
（
特
に
湿
度
の
変
化
し
た
場

合
が
主
で
す
が
）
し
た
だ
け
で
収
縮
や
変
形
を
起
こ
し
て
し
ま
う

恐
れ
の
あ
る
資
料
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
多
く
の
場
合
、
適
切
な

環
境
条
件
、
主
に
湿
度
を
適
切
な
状
態
に
戻
せ
ば
元
の
状
態
に
戻

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、
収
縮
や
元
に
戻
る
と
い
っ

対
湿
度
）
は
温
度
と
は
逆
に
低
く
な
っ
て
ゆ
き
、
い
わ
ゆ
る
乾
燥

し
た
状
態
と
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
し
か
し
、
調
湿
剤
を
入
れ
て
お

く
こ
と
に
よ
り
ケ
ー
ス
内
に
湿
度
の
低
下
が
生
じ
る
と
こ
の
調
湿

剤
が
水
分
を
放
出
し
ケ
ー
ス
内
が
乾
燥
状
態
と
な
る
こ
と
を
防
ぎ

ま
す
。
逆
に
温
度
が
低
下
し
ケ
ー
ス
内
の
湿
度
が
高
く
な
っ
た
場

合
は
、
調
湿
剤
が
ケ
ー
ス
内
の
水
分
を
吸
収
し
湿
度
を
下
げ
る
よ

う
に
働
き
、
ケ
ー
ス
内
を
資
料
の
保
管
に
適
し
た
湿
度
に
保
つ
よ

う
に
す
る
薬
剤
で
す
。

し
か
し
、こ
の
よ
う
な
調
湿
剤
の
作
用
に
も
限
度
が
あ
り
ま
す
。

あ
ま
り
温
度
や
湿
度
の
変
化
が
著
し
い
場
合
に
は
調
湿
剤
も
効
か

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
温
湿
度
変
化
に
敏
感
な
資

料
は
密
閉
型
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
展
示
す
る
と
共
に
ケ
ー
ス
内
に
温

湿
度
記
録
計
を
設
置
し
急
激
な
温
度
や
湿
度
の
変
化
が
生
じ
た
時

同上温湿度記録計 ケースの下部に入れている調湿剤

展示ケース（密閉型ケース）に設置された温湿度記録計
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衣
服
は
、
気
候
や
生
業
な
ど
そ
の
土
地
の
風
土
を
表
し
て
い
ま
す
。
福

島
県
は
、
会
津
・
中
通
り
・
浜
通
り
と
風
土
も
違
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色

あ
る
服
装
文
化
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
県
内
の
仕
事
着
を
中
心
に
、
東

北
地
方
の
仕
事
着
も
展
示
し
、
衣
と
暮
ら
し
を
通
し
て
東
北
の
風
土
を
紹

介
し
ま
す
。

主
な
展
示
資
料

は
、
南
会
津
の
サ

シ
コ
・
浜
通
り
の

マ
イ
ワ
イ（
万
祝
）

を
は
じ
め
、
庄
内

（
山
形
県
）や
秋
田

の
サ
シ
コ
、
津
軽

（
青
森
県
）の
コ
ギ

ン
な
ど
、
収
蔵
資

料
を
展
示
し
ま
す
。

◎
冬
の
収
蔵
資
料
展
予
告

■
冬
の
収
蔵
資
料
展
《
衣
と
暮
ら
し
―
東
北
の
仕
事
着
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
》
は
平
成
一
七
年
一
月
一
五
日
（
土
）

か
ら
三
月
二
一
日
（
月
・
祝
）
ま
で

■
常
設
展
観
覧
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

南郷のサシコ　館蔵

ト
ピ
ッ
ク
ス

総
合
講
座
の
ご
案
内

県
博
の
総
合
講
座
は
、
自
然
・
考
古
・
民
俗
・
歴
史
・
美
術
な

ど
個
別
分
野
を
超
え
た
共
通
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
各
分
野
の
学

芸
員
が
協
同
で
準
備
し
て
開
催
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
講
座
で

す
。
平
成
一
四
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
磐
梯
山
を
語
る
」、
平
成
一
五

年
度
は
「
若
松
城
を
歩
く
」
で
し
た
。

昨
年
度
の
「
若
松
城
を
歩
く
」
は
、
通
年
で
全
八
回
実
施
し
ま

し
た
。「
鶴
ヶ
城
探
検
」（
五
月
・
九
月
）「
鶴
ヶ
城
の
野
の
花
」（
七

月
）「
鶴
ヶ
城
の
野
鳥
」（
一
一
月
）
な
ど
の
野
外
講
座
は
、
そ
れ

ぞ
れ
テ
ー
マ
を
も
っ
て
城
跡
を
歩
き
な
が
ら
四
季
折
々
の
風
景
も

楽
し
み
ま
し
た
。「
鶴
ヶ
城
の
あ
る
じ
た
ち
」（
六
月
）
や
「
鶴
ヶ

城
と
稲
荷
信
仰
」（
一
月
）
に
つ
い
て
学
び
、
若
松
城
天
守
閣
郷
土

博
物
館
や
発
掘
調
査
の
行
わ
れ
た
松
平
家
墓
所
な
ど
も
見
学
し
ま

し
た
。
ま
た
、
夏
休
み
期
間
中
に
は
親
子
を
対
象
に
「
城
絵
図
パ

ズ
ル
に
挑
戦
」
と
い
う
体
験
的
な
講
座
も
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
引
き
続
き
会
津
の
城
を
テ
ー
マ
に
、
会
津
本
郷
町

に
あ
る
国
史
跡
向
羽
黒
山
城
跡
に
関
す
る
講
座
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。
全
二
回
の
連
続
講
座
で
回
数
は
や
や
少
な
め
で
す
が
、
充

実
し
た
内
容
を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

（
歴
史
担
当
　
高
橋
充
）

一
二
月
四
日
（
土
）「
向
羽
黒
山
城
の
歴
史
と
自
然
」

一
時
半
〜
　
場
所：

県
博
視
聴
覚
室

一
二
月
五
日
（
日
）「
向
羽
黒
山
城
を
歩
く
」（
野
外
）

十
時
半
〜
　
場
所：

史
跡
向
羽
黒
山
城
跡

※
事
前
に
参
加
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
は
実
施
日
の
一
ヶ
月
前
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

昨年度の鶴ヶ城での野外講座向羽黒山城跡
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「
真
心
を
伝
え
る
―
手
紙
の
歴
史
」

会
期
　
八
月
三
一
日（
火
）か
ら

一
〇
月
一
一
日（
月
・
祝
）ま
で

「
蒲
生
氏
郷
と
保
科
正
之
―
会
津
藩
政
の
幕
開
け
」

会
期
　
一
〇
月
一
九
日（
火
）か
ら

一
月
一
〇
日（
月
・
祝
）ま
で

◎
歴
史
講
座

「
古
文
書
入
門
7

中
世
①
」（
実
技
）

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
高
橋
　
充

日
時
　
一
〇
月
九
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
古
文
書
入
門
8

中
世
②
」（
実
技
）

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
高
橋
　
充

日
時
　
一
一
月
一
三
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

「
古
文
書
入
門
9

古
代
①
」（
実
技
）

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
竹
内
　
浩

日
時
　
一
二
月
一
一
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
民
俗
講
座

「
只
見
の
民
俗
―
技
術
を
語
る
人
」（
上
映
・
解
説
会
）

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
榎
　
陽
介

日
時
　
一
〇
月
一
一
日（
月
・
祝
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
特
別
講
座
「
風
土
の
文
化
誌
」

「
亜
欧
堂
の
こ
こ
ろ
に
学
ぶ
―
東
洋
道
徳
　
西
洋
芸
術
」

講
師
　
当
館
名
誉
館
長
　
高
橋
富
雄

日
時
　
一
〇
月
二
二
日（
金
）午
後
一
時
半
〜
二
時
半

◎
体
験
講
座

※「
カ
ラ
ム
シ
の
糸
づ
く
り
」（
実
技
）

講
師
　
染
織
工
芸
家
　
日
置
　
睦
さ
ん

佐
藤
美
幸
さ
ん

日
時
　
一
〇
月
二
三
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
四
時

※「
編
組
細
工
を
や
っ
て
み
よ
う
」（
実
技
）

講
師
　
三
島
町
生
活
工
芸
運
動
友
の
会
の
み
な
さ
ん

日
時
　
一
〇
月
二
四
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
竹
と
ん
ぼ
を
つ
く
ろ
う
」（
実
技
）

講
師
　
技
術
伝
承
者
　
阿
部
吉
致
さ
ん

日
時
　
一
〇
月
三
〇
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
ふ
く
し
ま
の
手
技
に
親
し
む
　
型
染
め
1
」（
実
技
）

講
師
　
喜
多
方
染
織
グ
ル
ー
プ
れ
ん
が
代
表

冠
木
昭
子
さ
ん

日
時
　
一
〇
月
三
一
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
ふ
く
し
ま
の
手
技
に
親
し
む
　
型
染
め
2
」（
実
技
）

講
師
　
喜
多
方
染
織
グ
ル
ー
プ
れ
ん
が
代
表

冠
木
昭
子
さ
ん

日
時
　
一
一
月
六
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
う
る
し
の
技
に
挑
戦
―
沈
金
」（
実
技
）

講
師
　
沈
金
一
級
技
能
士
　
白
岩
　
守
さ
ん

白
岩
準
市
さ
ん

日
時
　
一
一
月
二
一
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
わ
ら
ぞ
う
り
を
つ
く
ろ
う
」（
実
技
）

講
師
　
技
術
伝
承
者
　
鈴
木
幸
雄
さ
ん

日
時
　
一
一
月
二
七
日（
土
）午
前
一
〇
時
〜
三
時

※「
竹
の
か
ご
を
つ
く
ろ
う
」（
実
技
）

講
師
　
人
見
守
彦
さ
ん

日
時
　
一
一
月
二
八
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う
」（
実
技
）

講
師
　
当
館
展
示
解
説
員

日
時
　
一
二
月
一
八
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
企
画
展
展
示
解
説
会

「
ふ
く
し
ま
の
工
芸
」

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
小
林
め
ぐ
み

日
時
　
一
〇
月
二
三
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

一
一
月
二
三
日（
火
・
祝
）講
演
会
終
了
後

一
二
月
五
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
七
絃
琴
演
奏
会

「
江
戸
の
音
色
・
唐
土
の
音
色
」

奏
者
　
飛
田
立
史
さ
ん

日
時
　
一
一
月
三
日（
水
・
祝
）午
後
二
時
〜
三
時
半

◎
博
物
館
友
の
会
講
演
会

「
工
芸
の
歴
史
と
文
化
」

講
師
　
京
都
工
芸
繊
維
大
学
助
教
授

樋
田
豊
次
郎
さ
ん

日
時
　
一
一
月
二
三
日（
火
・
祝
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
考
古
学
講
座

※「
博
物
館
を
探
検
し
よ
う
」（
見
学
会
）

講
師
　
当
館
学
芸
員
　
田
中
敏

日
時
　
一
一
月
二
〇
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
総
合
講
座

※「
向
羽
黒
山
城
の
歴
史
と
自
然
」

講
師
　
当
館
学
芸
員

日
時
　
一
二
月
四
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

※「
向
羽
黒
山
城
を
歩
く
」（
野
外
）

講
師
　
当
館
学
芸
員
他

日
時
　
一
二
月
五
日（
日
）午
前
一
〇
時
半
〜
正
午

会
津
学
事
始
め
―
四
季
の
生
業
と
暮
ら
し

◎
第
七
回

「
神
去
来
」

日
時
　
一
〇
月
七
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
第
八
回

「
サ
ケ
と
マ
ス
」

日
時
　
一
一
月
一
八
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
第
九
回

「
正
月
と
小
正
月
」

日
時
　
一
二
月
二
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
「
昔
語
り
」

語
り
部
　
山
田
登
志
美
さ
ん

日
時
　
一
〇
月
一
〇
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

語
り
部
　
横
山
幸
子
さ
ん

日
時
　
一
一
月
二
三
日（
火
・
祝
）

午
前
一
〇
時
半
〜
正
午

◎
「
会
津
の
唐
人
凧
つ
く
り
」

技
術
伝
承
者
　
鈴
木
英
夫
さ
ん

日
時
　
一
一
月
七
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
「
機
織
り
」

染
織
工
芸
家
　
山
根
正
平
さ
ん

日
時
　
一
一
月
一
四
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
「
注
連
飾
り
つ
く
り
」

技
術
伝
承
者
　
榊
原
源
隆
さ
ん

日
時
　
一
二
月
二
三
日（
木
・
祝
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
伝
統
技
術
実
演

「
三
島
の
編
組
細
工
」

講
師
　
三
島
町
生
活
工
芸
運
動
友
の
会
の
み
な
さ
ん

日
時
　
一
〇
月
二
四
日（
日
）午
前
一
〇
時
半
〜
正
午

＊
展
示
解
説
員
に
よ
る
常
設
展
の
案
内
で
す
。

＊
毎
週
土
曜
日
午
後
二
時
か
ら（
三
〇
分
間
）

毎
週
日
曜
日
午
前
一
一
時
か
ら（
三
〇
分
間
）と
午

後
二
時
か
ら（
六
〇
分
間
）で
す
。

＊
な
お
、
都
合
に
よ
り
開
催
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

＊
そ
の
他
、
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
月

行
事
予
定
表
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
一
月
三
日（
水
　
文
化
の
日
）

一
〇
月

四
日（
月
）・
六
日（
水
）・
一
二
日（
火
）・

一
八
日（
月
）・
二
五
日（
月
）

一
一
月

一
日（
月
）・
四
日（
木
）・
八
日（
月
）・

一
五
日（
月
）・
二
二
日（
月
）・
二
四
日（
水
）

・
二
九
日（
月
）

一
二
月

六
日（
月
）・
一
三
日（
月
）・
二
〇
日（
月
）

・
二
四
日（
金
）

年
末
年
始

一
二
月
二
七
日（
月
）〜
一
月
四
日（
火
）

＊
小
・
中
学
生
、
高
校
生
は
常
設
展
を
無
料
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

＊
小
・
中
学
生
、
高
校
生
は
一
一
月
二
日（
火
）

〜
七
日（
日
）の
ふ
く
し
ま
教
育
週
間
に
限
り
、

企
画
展
を
無
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

常
設
展
示
室
「
歴
史
・
美
術
」
テ
ー
マ
展
示

講
演
・
講
座

※
は
要
申
込

季
刊
博
物
館
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常
設
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無
料
開
放
日

や
さ
し
い
展
示
解
説
会

一
〇
〜
一
二
月
の
休
館
日

実
演

木
曜
の
広
場

講
師
　
館
　
長
　
赤
坂
　
憲
雄

学
芸
員
　
佐
々
木
長
生

場
所
　
講
堂
　
入
場
無
料


